第６課．ホームページの作成

第６課の目標

1． ＨＴＭＬの基礎を学び、自己宣伝のホームページを作成する

2． これまでの第１～６課を、簡単に復習する

HTMLの概要

HTMLとは

· HTML (Hyper Text Markup Language)とは、W3（World Wide Web Consortium、http://www.w3.org ）が共通して（および各社が独自に拡張して定めている）HTMLブラウザー用の記述言語。汎用であるので、Windows、Mac OS、UNIXなどの様々なハードウェア・ソフトウェア・プラットフォーム（Platform）で見ることができる。

· ブラウザー（Internet Explorerなど）で、「編集」から「ソースSource」を選ぶと、そのページのHTML記述が表示される。

HTMLの主な内容

· HTMLの基本部分は、次のようなタグTagを定めている。

· 各ページは<HTML>で始まり</HTML>で終る。全体は

· <HEAD>…</HEAD>で囲まれるヘッドHead部分

· <BODY>…</BODY>で囲まれるボディーBody（本体）部分

の２部構成である。

· ヘッド部分で使われるタグは

<TITLE>…</TITLE>：　　　　この内容がブラウザーの左上外側に表示され、このページの名称となる。

· ボディー部分で使われるタグは

<H1>…</H1>, …, <H6>…</H6>  章から段落に相当するタイトルTitle（題名）

<CENTER>…</CENTER>　 　　センタリングCentering（中央揃え）

<B>…</B>, <I>…</I>　　　　　　ボールドBold（太字）、イタリックスItalics（斜体）

<P>   　　　　　　　　　　　　　新パラグラフParagraph（段落）

<BR>　　　　　　　　　　　　　　改行Break

<IMG SRC=”file.name”>　　　　　イメージImage（絵）のソースSource (SRC)

<A HREF=”link.address”>         他のページへリンクLink

<HR>　　　　　　　　　　　　　　ページ全体に横線（Horizontal Rule）

<! --- ….. --- >                     コメント（ブラウザーでは表示されない）

など

ホームページ作りに使われるソフトウェア

· テキスト・エディター：ノートパッドNotePad、ワードパッドWordPadなど

· ホームページ作成ソフト：Microsoft FrontPage、Netscape Composer、IBM Home Page Builder、Adobe PageMillなど

イメージ処理（画像処理）

イメージのソース

　　イメージ素材集、イメージ・スキャナーでスキャンした画像、ディジタル・カメラ（デジカメ）で撮った写真など。

イメージ処理ソフト

　　WindowsアクセサリーにあるペイントPaint、別売のAdobe Photoshop、デジカメに付属してくるソフトなど。イメージファイルは通常圧縮した形でホームページには載せられていて、ファイル名としては*.jpg（または*.jpeg）、*.gif、などがある。

FTP

　　パソコンで完成したホームページのファイルは、インターネット・サーバーへ送付してから公開される。FTP（File Transfer Protocol）とは、パソコンからインターネット・サーバーへ、またその逆にファイルを移動する時に使われるソフトウェアである。NextFTP、CuteFTPなどのFTPソフトがある。

練習問題６：自己PRホームページ

Windowデスクトップの「スタート」から「アクセサリー」にあるワードパッドWordPadを起動して、練習問題２で作った「自己PR」を下記を参考にしてホームページとして作り、「6HomepageRenshuA.html」というファイルとして保存する。

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>Introducing Sanshang Jiyan</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

<CENTER><H1>自己PR  名前：三上吉彦（みかみ・よしひこ）<BR>

Sanshang Jiyan</H1>

<P>

<IMG SRC=”6dawaij.jpg”></CENTER>

<H3>出身地：日本・東京都生まれ、長野県育ち。<BR>

PR:</H3>

大都会に生まれましたが、３歳の時から小学校５年生の時まで長野県の田舎に住み、山と川の豊かな自然の中で育ちましたから、自然を鑑賞するのが好きです。

<P>

　東京の大学時代は物理を専攻し、バスケットボール部に所属し、大学院は米国でMBAを取りました。コンピューター会社に長く勤めたのち、現在は中国・大連外国語大学で日本語とコンピューターを教えています。山登りが好きで、皆で協力して山に登ったりして、日中友好に勤めています。私のこうした強調的な性格は、貴社でも十分役立つと信じます。

<P>

<HR>

Prepared by Yoshihiko MIKAMI (Dalian, China) on March 18, 2002.

</BODY>

</HTML>

注：イメージ挿入<IMG SRC=”6dawaij.jpg”>のところは、希望者は自分の写真を入れてください。デジカメで写真を撮ったり、スキャナーで写真からイメージ・ファイルを作ったりしたいと思います。また、みなさんが作ったホームページは、希望者はインターネット

    http://www.threeweb.ad.jp/logos/china/computer/

にサンプル・ホームページとして掲載したいと思います。

	演習Ａ．自己ＰＲホームページ作り

　我々のホームページ

     http://www.threeweb.ad.jp/logos/china/computer/hp/

をアクセスし、サンプル・ホームページを見て、このファイルを自分の名前

     WuMeili.html  （例）

で「名前を付けて保存」する。次に、このファイルをテキスト・エディターのノートパッドで、自分のＰＲを入れて編集し直して、時々Internet Explorerでチェックして、完成したらE-Mailで

     ymikami@attglobal.net

へ送付する。

	


	演習Ｂ．空欄を埋めよ

　第～６課を第１ページの目次を見ながら簡単に復習したのち、次の空欄を埋めよ。

文書作りソフトのMicrosoft Word（マイクロソフト・ワード）では、　　　　　　　などを指定したのちに、「挿入」、「索引と目次」でその文書の目次を自動的に作成することができる。表計算、プレゼンテーション作り、インターネット・ホームページのブラウジングによく用いられるソフトは、それぞれ　　　　    　、　 　　　　　　、　　　　　　　である。
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